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セレンディピティを高めるプレゼンテーション技術

【第1回】結論は3行で
物質・材料研究機構 轟眞市

簡単なことを複雑にするのはよくあること。複雑なことを簡単に、驚くほど簡単にす
ること—これが創造力だ

—チャールズ・ミンガス (米国のジャズ・ベース奏者、1922–79)[1]

連載開始にあたって

筆者は本誌 2007年 3月号において、セレン
ディピティ(偶然を契機にして道を切り開く能力)
を磨く方法のひとつはプレゼンテーション技術
にある、と主張した [2]。自分の仕事に触れた人
が、何らかのアクションを起こしてくれる様な
プレゼンを常に心掛けることで、偶然を拾う機
会が増えていく。プレゼン技術のHow-toを解く
文書は巷に溢れており、筆者もその幾つかから
技術を吸収した。本連載では、筆者が特に重視し
ているノウハウを、5回に渡って見開き 2ページ
でまとめてみたい。口頭発表で使う上映資料∗の
構成法を中心に据えるが、ベースとなる考え方
は文章執筆にも応用できる。構成例として例示
する上映資料は、筆者が本誌で紹介してきた光
ヒューズとファイバフューズに関するプレゼン
テーションで実際に使ったものである。読者の
方々のセレンディピティが向上することに繋が
れば幸いである。

プレゼンすることが決まったら、、、

まずタイトルを考えるのは誰でもやっている
こと。筆者は同時に、上映資料の 1枚目を作っ
てしまう。さらに続けて結論の 1枚も書く。た
だし、わずか 3行に納まるように練り上げる。3
行に凝縮する理由は、重要なポイントを 3つに
絞り、それをひと目で把握してもらうためであ
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∗プレゼンを行なう時に、スクリーンに投影する資料
のこと。

る。その際気を付けるのは、想定される聴衆の
興味に合わせて具体的に記述することである。
Slide 1をご覧頂きたい。光ヒューズ [3]を開発
した後、初めて行なった学会発表のひとつで用
いた上映資料である (2004年春の応用物理学会、
15分)。短いながらも、具体的な数値を盛り込ん
である。'
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結論 炭素被覆低融点ガラスによる光ヒューズ

構造

洩れ光が炭素被覆を加熱し融着ガラスを除去。損失<1dB

作製方法

ファイバ対で微少量融液をすくい上げ (Dip-up & Align)

性能

反応は遅い (∼100msec)が高閾値 (>1.5W)にも対応

Slide 1

よく見かける結論の上映資料に、文章ばかり
が十数行並んで真っ黒になっているものがある。
講演者の話を聞きながら文章を残らず読むこと
のできる人がどれほど居るのだろうか？図 1に
示すように 1枚の上映資料を通じて相手に理解
してもらえる情報量には上限がある。話に耳を
傾けさせ、目からはそのエッセンスとなる単語
だけが見える方が、効果的である。
そんな早いうちから結論を書くことなどでき

ない、と思われる方も居られるだろう。でも考
えてみて欲しい。人様の時間を拝借して話を聞
いてもらうのがプレゼンである。それに相応し
い内容が準備できていないうちに、プレゼンを
行なうことを決断して良いのだろうか？話のポ
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文字数／１枚

•  字が 小さ い
•  話を聞か なく なる

•  読む の を諦める
•  読む 時間 が 不足

図 1: 上映資料１枚あたりの文字数と聴衆が受け
とる情報量の関係。

イントを 3行にまとめられないのなら、もしく
は、まとめてみた内容に魅力を感じないのなら、
プレゼン本番で時間泥棒と囁かれるのは必至で
ある。３行にまとめる作業は、プレゼンをする
に値する材料を持っているかを測る試金石なの
である。

鳥の目と蟻の目

もちろん準備を進めていくうちに、当初設定
した 3つのポイントを修正することはあって良
い。最初に結論を 3行にまとめておく意味は、
全体の構成を決めることにある。全体が決まっ
ていれば、安心して部分に集中することができ
る。集中の結果露見した綻びは、直ちに全体に
フィードバックすれば良い。全体像を把握しな
いままの作業は迷走に過ぎない。
また、早くに準備に着手することの益は、野
口悠紀雄氏も「『超』整理法」で述べている [4]。
書けるところだけ書いておき、しばらく寝かせ
ておけば良い。まとまった内容が書けるまで待っ
ていると、いざ執筆を開始する時にまとまった
時間とエネルギーが必要になる。そして着手が
先伸ばしになる。少量でも寝かせておけば、次
にファイルを開いた時に、過去の自分とは別の
視点で推敲をすることができる。
言われてみれば当たり前のことかもしれない
が、それを常に徹底する意志こそが大事である。
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